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 平成３０年度に市内の公立・私立の幼児教育・保育施設が協力して「気

仙沼市版アプローチカリキュラム」を作成しました。各施設では、それぞ

れの施設に合わせて自園化して活用し、小学校でもアプローチカリキュラ

ムからつながる形でのスタートカリキュラムを作成して活用してきまし

た。 

 令和７年度には「アプローチカリキュラム」「スタートカリキュラム」

を合わせた「架け橋期のカリキュラム（モデル）」を作成し、令和８年度

から実践していきます。 

保幼小接続期カリキュラムの活用にいつから取り組んでいますか？ 

 「架け橋期カリキュラム開発会議」を立ち上げ、保育士、教員、架け橋コーディネータ

ー、事務局（教育委員会、子ども家庭課）で作成しました。カリキュラムを作成するにあ

たり、気仙沼市内の保育園、幼稚園、こども園、小学校から架け橋期を意識した保育や授

業についての情報を提供していただき、カリキュラムの作成に活かしました。 

誰がどのようにして「架け橋期のカリキュラム（モデル）」を作ったので

すか？ 

架け橋期のカリキュラム作成では、子どもの学びの連続性を一目で見てイメージできるよ

う、文字を少なくし写真を使用しました。幼児教育施設の遊びを通した学びから小学校教育

の学びへとつながる中で、二段階ではなく重なりあう部分を互いに大切にすることが重要と

考え、３枚の写真で学びの連続性を表しています。 

作成に当たってどんなところを工夫しましたか？ 

 令和８年度より学校区ごとに架け橋期カリキュラムモデルを活用し、実践を行います。幼児

教育施設と小学校が協働して架け橋期のカリキュラム実践シートを作成することで、相互理解

が進むことを目指します。そのような相互理解の深まりが子どもの育ちや学びをつなぐ保育や

授業展開の重要な視点となると考えます。 

どのように今後の取組を進めていきますか？ 

気仙沼市版アプローチカリキュラム     P41 
気仙沼市 架け橋期のカリキュラム（モデル） P42 
気仙沼市面瀬小学校 幼・保・小連携     P43 
 

８ 県内の取組紹介③ 

https://2.bp.blogspot.com/-LoPwcsgNHpY/WASJRIyrEtI/AAAAAAAA_B4/nYyIB1PE_9Uu9RP2tcv4Hdd-FCkM34RRgCLcB/s800/pose_douzo_annai_businessman.png
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気仙沼市版アプローチカリキュラム【平成３０年度作成】 

 

 

 

 

 

 

 市内の公立・私立の幼児教育・保育施設の職員が集まり組織した「アプローチカリキュラム

作成委員会」によって作成されたアプローチカリキュラムです。平成３０年度に作成されまし

た。このモデルがあることにより、各施設はそれぞれの実態に合わせてアプローチカリキュラ

ムを作成することができました。 
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気仙沼市 架け橋期のカリキュラム（モデル）【令和７年度作成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「生活する力」「関わる力」「学びの力」という育みたい力をもとに、「体験と遊びを通した学び

→幼児期にも小学校就学時にも大切にしたい学び→教科等における学び」の具体的な様子をモデ

ルとしてまとめました。「幼児期にも小学校就学時にも大切にしたい学び」を保育・幼児教育施

設でも小学校でも充実させることで、保幼小のより円滑な接続を目指しています。 

 令和８年度からは、「架け橋期のカリキュラム実践シート」を活用し、実践していきます。 
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気仙沼市立面瀬小学校 幼・保・小連携 

 

 

 

 

 

 地区の幼保小連携担当者会議で幼・保・小の担当者による話合いを行い、小学校の教育計画の

中に幼・保・小連携を位置付けています。 
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気仙沼市面瀬地区幼保小連携「アプローチ&スタートカリキュラム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「就学に向けた年長児の活動と入学後の１年生の活動」「幼保小の交流活動（児童・幼児）」 

「幼保小連携（教員）」「研修会」を１枚にまとめることにより、接続期に関わるあらゆる活動の 

位置付けやつながりをとらえることができます。 


